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山口県北西部の詳細な海底地形が明らかに 
 

 

 
山口県下関市角島北西沖約８ｋｍにある汐巻付近及び長門市川尻 

 岬付近の海域において実施した海底地形調査により、詳細な海底地 
形が明らかになりました。 

 

 
 
第七管区海上保安本部では、航海用海図の最新維持と我が国の管轄海域の基

盤的な情報を整備することを目的として、詳細な海底地形調査を実施していま

す。 
平成２３年４月から７月にかけて、山口県下関市角島北西沖約８ｋｍに位置

し常に波立つ航海の難所でありかつ好漁場でもある汐巻付近及び長門市川尻岬

付近において、第七管区海上保安本部所属測量船「はやしお」により、マルチ

ビーム音響測深機を用いた海底地形調査を実施しました。 
今回の調査では、汐巻は浅瀬が概ね３つのピークから成り立っていること、

汐巻の北東側に非常に明瞭な崖地形が存在すること、汐巻の南東に岩脈と思わ

れる地形が見られることなど、今まで知られていなかった汐巻の詳細な海底地

形を初めて明らかにすることができました。また、川尻岬付近についても、そ

の複雑な岩礁の状況や発達しているサンドウエーブの様子を初めて明らかにす

ることができました。 
今回得られた資料は、さらに詳細な資料整理を行った後、海図の最新維持に

利用し航海の安全を図るとともに、海洋の研究・開発のための基礎資料として

利用されます。 
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